
実施状況
次にステップに
向けて期待した
い内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとしての意義
を踏まえた事業所理念をつくり、管
理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい　

　利用者が地域とつながりながら暮
らし続けられるよう、事業所自体が
地域の一員として日常的に交流して
いる

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げ
ている認知症の人の理解や支援の方
法を、地域の人々に向けて活かして
いる

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサー
ビスの実際、評価への取り組み状況
等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活か
している

3

4 3
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事業所理念は職員及び家
族様の周知可能な場所に掲
示し、コンプライアンスマニュ
アル等の冊子も活用し職員
全員が共有出来る状態にあ
る。朝の申し送り時に経営
理念とコンプライアンスマ
ニュアルを読み合わせを
行っている

行事内容は毎月自社のブロ
グに掲載すると共に、家族
様へ毎月定期的に送付する
近況報告にも写真を添付し
ている。コロナの蔓延に留意
しつつ、地域を始めとした外
部との繋がりを再開していき
たいと思います

施設見学においてはグルー
プホームの特色である、少
人数での認知症に特化した
介護形態を説明すると共
に、施設に空室が発生した
際も本社の受付センターを
通じて見学を行ったり、地域
の居宅介護支援事業所や
病院にも現況を伝えGHの特
色をアピールしている。

コロナの取り扱いが変わっ
た2023/05以降は施設内で
の対面開催を再開しており、
地域包括支援センターの方
や社会福祉協議会・地域の
方・家族様にも意見を頂い
ている。また欠席された家族
様には郵送にて会議の内容
を報告している。

項目

外部評価自己評価

実施状況

2 2

自
己
評
価

外
部
評
価

Ⅰ．理念に基づく運営
　企業の全事業に対する経営理
念が日々の申し送りを行う場所に
掲示されていて、コンプライアンス
マニュアルとともに日々職員で読
み合わせを実践しています。それ
とは別に事業所単独の年度ごと
の実践方針が、事業所の入った
ところに掲示されています。その
実践方針は事業所の全職員で前
年度中に話し合った上で決めた
方針で、日々のケアやサービス、
職員の行動の基本となっていま
す。また、年度を通して実践した
結果を企業全体の事業別に評価
して、表彰する機会も設けられて
います。

　マンションの１階の元店舗で
あった場所を上手く改修した形の
グループホームであり、マンション
自体の自治会にも所属して、回覧
板などの日々の活動にも参加し
ています。コロナ禍以前から参加
していた校区地域のお祭りや運
動会にも、今後は以前の様に積
極的に参加していくよう計画され
ています。また、運営推進会議に
参加している民生委員からも、地
域の行事や状況などについて話
しを伺う様に意識しています。

　コロナが５類へ移行して以降、
以前の様に事業所内に集まって
対面の形で運営推進会議が開催
されています。参加者について
は、民生委員、地域包括支援セン
ター職員、介護相談員などの他、
全ての家族に案内を送って可能
な家族が参加する形で、3～6組
の家族の参加がみられていま
す。行事内容や入退所状況、ヒヤ
リハット報告などが詳細に報告さ
れ、参加者からの質問や意見も
議事録に残されています。



実施状況
次にステップに
向けて期待した
い内容

項目

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を蜜
に取り、事業所の実情やケアサービ
スの取組みを積極的に伝えながら協
力関係を築くように取り組んでい
る。

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域
密着型サービス指定基準及び指定地域
密着型介護予防サービス基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含め
て身体拘束しないケアに取り組んでい
る

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止
法等について学ぶ機会を持ち、利用
者の自宅や事業所内での虐待が見過
ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支
援事業や成年後見制度について学ぶ
機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の際
は、利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね、十分な説明を行い理解・納
得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を管
理者や職員並びに外部者へ表せる機
会を設け、それらを運営に反映させ
ている

6 5

7

8

地域包括支援センター・吹
田市相談員様、社会福祉協
議会等の機関には運営推
進会議に出席いただき施設
の現状報告や意見を聞いて
いる。

5 4

入社時を含め、毎年身体拘
束の研修はスタッフ全員が
受講している。また運営推
進会議と共に身体拘束適正
委員会も行っており、外部か
らの参加者者様には忌憚な
い意見を頂いている。毎月
のフロアカンファレンスにお
いても他事業所の事例を報
告し、不適切なケアを含め
周知している。

毎年、年に一度顧客満足度
調査を実施しており、そこで
頂いた意見に関しては、事
業所毎に解決策や意見の
反映を行っている。また面会
時にも日常的に直接意見や
アドバイスを頂き運営に活
かしている。

9

10 6

上記同様、虐待防止の研修
は全職員が受講必須になっ
ており、その研修を受講した
後報告書や確認テストも行
い、不適切な内容の職員が
いれば面談やカンファレンス
を行い、虐待防止に努めて
いる。

人権尊厳の研修を毎年、職
員全員が受講している。ま
た後見人制度に関しても家
族様が納得してその手順を
踏んで、選定を行い必要と
あらば活用をしている。

契約時には家族様が不安に
ならない様に、金銭的な事・
医療に関する事・看取りに
関する事を中心に丁寧に説
明を行い、納得して頂いてい
る。また料金改定や介護保
険の改定時には運営推進
会議で推し量ると共に、書面
にて通知を行い承諾書を頂
いている。

　運営推進会議の項目にも示しました
が、毎回全家族に運営推進会議の参
加案内が送られて、特に入所して期間
の短い家族を中心に多数の参加が見
られ、ケアなどの細かい点などについ
ての意見や質問・疑問が出されて、事
業所から回答している状況が記録から
も把握できます。
　また企業としても毎年満足度調査が
実施され、企業で集約した回答結果の
要点が各事業所管理者などに伝えら
れて運営に反映しています。

　運営推進会議への参加とは別
に、介護保険関連の連絡や相
談、発生事故などの届け出など
の日々の連絡・連携、市が主催
の会議や研修などへの参加など
も積極的に行っています。コロナ
禍には感染対策などについて市
保健所などとも連携しています。
　その他市内のグループホームと
の連絡会にも参加して、情報交換
や連携を行うなど市町村や他事
業所との協力関係の構築に努め
ています。

　委員会を中心に現行のケアの
見直しや留意点などについて話し
合い身体拘束防止に努めている
他、職員への啓発や資料の配
布、運営推進会議の中での報告
など、身体拘束をしないケアの実
践につながる取り組みが行われ
ています。
　力や行為での拘束だけではな
く、いわゆる言葉での拘束、行動
抑止なども防止するために、日頃
の中で気になる言葉などについ
ても、職員間で互いに声を掛けた
り意見交換、助言などがしやすい
チーム作りにも努めています。



実施状況
次にステップに
向けて期待した
い内容

項目

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する
職員の意見や提案を聞く機会を設
け、それらを反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努
力や実績、勤務状況を把握し、給与
水準、労働時間、やりがいなど、各
自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひと
りのケアの実際の力量を把握し、法
人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしてい
くことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

 代表者は、管理者や職員が同業者
と交流する機会を作り、ネットワー
クづくりや勉強会、相互訪問の活動
を通じて、サービスの質を向上させ
ていく取組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づく
りに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、
本人の安心を確保するための関係づ
くりに努めている

15

12

16

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

13

14

同一法人内の他事業所との
GH会議があり、それに参加
する事によりGHの運営に関
する事を共有している。

有給休暇の取得・夏冬休み
の取得、希望休の確保、処
遇改善の支給等働きやすい
環境整備に努めている。

新卒者・未経験中途入社に
は特に手厚く、長期に渡って
現場配属前に研修を行って
いる。また入職後も毎月
WEB等にて研修を行ってい
る。資格取得時にも費用負
担や、模擬試験等の働きな
がら資格取得出来る様な環
境を整えている。

従業員満足度アンケートを
一年に一度実施し、必要に
応じて改善を行っている。ま
た人事考課制度の基づい
て、管理者との面談も行って
いる。入居者様に関わる事
に関しては毎月のフロア会
議等を通じて意見交換を行
い運営に反映させている。

11 7

　管理者や上司に対して、会議やカン
ファレンス、引継ぎなどの場面、年に
一度の職員面談だけでなく、日頃から
職員が意見や提案、その他業務に関
する相談、プライベートなことも含め
て、話しやすい職場環境、雰囲気作り
に努めています。会議等で出た意見以
外にも企業として年に一度従業員満足
度アンケートを実施して、労働環境や
職員処遇、福利厚生などに関する意
見などを集めて、企業や事業所の運
営に反映させています。

入居前のアセスメントの時
点より、家族様本人様の希
望をヒアリングし、介護計画
に反映させている。また入居
後も状態の変化に合わせ
て、より良い生活が送れる
様にカンファレンス等で現状
確認を行っている。

入居時に現在一番困ってい
る事、重点に思っている事
柄をヒアリングし、介護計画
に反映させている。また入居
前に利用していた病院・家
族にも入居前の情報を収集
し、入居後の生活の質の向
上に向けたサービスの提供
の参考にしている。



実施状況
次にステップに
向けて期待した
い内容

項目

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」まず
必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めて
いる

○本人と共に過ごし支えあう関係

 職員は、本人を介護される一方の
立場に置かず、暮らしを共にする者
同士の関係を築いている

○本人と共に過ごし支えあう家族との関係

 職員は、家族を支援される一方の
立場に置かず、本人と家族の絆を大
切にしながら、共に本人を支えてい
く関係を築いている

○馴染みの人や場と関係継続の支援

 本人がこれまで大切にしてきた馴
染みの人や場所との関係が途切れな
いよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了して
も、これまでの関係性を大切にしな
がら、必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし、相談や支援に努め
ている

18

19

20 8

21

22

なるだけ自宅での生活に
近い環境を整え、サービ
スを提供し、面会を通じ
て家族様との繋がりも継
続出来る様に努めてい
る。

上記同様、現在最も重要視
している事を聞き取りし、
サービスを開始している。同
一法人内の他施設の紹介
やその他施設の入居相談も
希望に応じて行っている。

17

サービスを通じてコミュニ
ケーション取り、入居者様本
位の生活を重視し援助を行
う事によりその人らしい生活
を送って頂いている。

サービス終了後も季節の
挨拶状を送付し、依頼が
あれば相談や支援を行
いたいと思います。

　コロナ禍で止まってしまっていた
馴染みの人や場との関係も、５類
へ移行して早期に施設内での面
会や日常的な散歩などの外出を
再開したことで、以前のような関
係性の再構築に向けた支援も実
を結び始めています。近隣の
方々との日頃からの関わりも再開
し、家族や親族とも外泊まで再開
したこともあって、旅行や生家に
出掛けたり知人や友人とも会えた
りしています。今後も以前に近い
形にまで再開できるように事業所
としても積極的に取り組んでいま
す。

2023/05のコロナ分類の
変更以降は、面会や外
出・外泊の制限も撤廃し
コロナ前同様の対応に
戻っている。しかしながら
感染対策は継続して協
力して頂いている。

2フロア合同でのレクリ
エーション、イベントの開
催を行う事により、ADLに
応じた楽しみを見つけて
いき利用者様同士の交
流を持っている。



実施状況
次にステップに
向けて期待した
い内容

項目

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いやり意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困難
な場合は、本人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮ら
し方、生活環境、これまでのサービ
ス利用の経過等の把握に努める

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身
状態、有する力等の現状の把握に努
めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題と
ケアのあり方について、本人、家
族、必要な関係者と話し合い、それ
ぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気
づきや工夫を個別記録に記入し、職
員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

26 10

25

　個別のケアの状況や、身体状
況の変化などについては、日々
の引継ぎや業務の中でも積極的
に情報交換に努めて、カンファレ
ンスの場で時間を掛けて検討な
どをしています。カンファレンスで
の検討内容やモニタリングの状況
から、計画作成担当者がサービ
ス計画の見直しや更新を行って、
日頃の適切なケア提供に繋げて
います。事業所内だけでなく、訪
問医師や看護職とも情報交換や
共有を行うことで、多職種連携し
てのサービス提供を実施していま
す。

27

23 9

24

本人様・家族様との繋がりを
日常的に持つ事で、信頼関
係を構築していきニーズを
引き出せる関係になってい
る。本人本位の生活に関す
る希望は出来る限り実現に
向けて取り組んで行きたい。

　入居の際には利用者、もしくは
困難な場合はよく知る家族等か
ら、これまでの生活スタイルや趣
味、嗜好、信条などに関する情報
を、できる限り収集して日常のケ
アに活かしています。実際には習
字や読書などの趣味を継続して
楽しめる様に支援しています。そ
れ以外にも就寝や起床の時間、
居室で休む時間なども個々の時
間に合わせたケアに努めていま
す。

アセスメントや入居時に
本人様の生活歴をヒアリ
ングし、本人本位のサー
ビス提供に繋げている。
その情報をスタッフにも
周知して貰いサービスの
向上に繋げている。

体調の変化、表情の変
化、行動の変化等を申し
送りにて情報共有し、そ
の時に応じたサービスの
提供に心掛けている。

訪問医・訪問看護師とも連
携し、個々の入居者の状態
を共有し、必要時にはサー
ビス担当者会議も開催し
サービスの見直しを行って
いる。サービス内容に変更
があった場合はカンファレン
ス時に申し送りを行い、サー
ビス計画書を更新し、情報を
共有している

タブレット・スマートフォン
を使用し必要時にはプリ
ントアウトを行い、主治医
にも連携を取っている。
申し送りやカンファレンス
にも活用し、サービス計
画に反映させている。



実施状況
次にステップに
向けて期待した
い内容

項目

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生ま
れるニーズに対応して、既存のサー
ビスにとらわれない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでい
る

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を
発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援してい
る

○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大
切にし、納得が得られたかかりつけ
医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援し
ている

○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを、職場内の看
護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるよう支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療
できるように、また、できるだけ早
期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。
又は、そうした場合に備えて病院関
係者との関係づくりを行っている

32

29

28

30 11

31

入院時には担当医に協
力いただき、入院先の医
療機関と連携し、家族様
の意向を反映させなが
ら、早期退院にも対応
し、帰居後の円滑な生活
の援助を行っている。

施設提携医の往診が月
に２回行われている。昼
夜問わず、緊急対応可
能な体制が整っている。
専門医受診時、緊急時に
は家族様も同行お願いし
ている。歯科往診・訪問
看護は週１回、月間４回
訪問がある。

訪問看護が週１回、月間
４回健康管理を行ってい
る。スタッフの困りごとに
も相談に応じて貰い、主
治医とも連携して頂いて
いる。

コロナ前と同様に、地域
行事にも参加し交流を深
めて行くことを再開してい
きます。市民ホールでの
お茶会に出席していく。

　事業所で提携している精神科・
内科の医師の往診の他に、眼科
や歯科、皮膚科やそれ以外の入
居前からのかかりつけ医を含め
て、希望に応じて受診することは
可能となっています。送迎や付き
添いについては、可能な場合は
家族の協力を得ながらも事業所と
しても支援を実施しています。転
倒やケガなどの後のレントゲンで
のチェック目的での受診や、ペー
スメーカーなどの専門医による確
認が必要な受診なども提携医で
は困難な場合も積極的に外部受
診を実施しています。

入居者の状態に応じて、
ニーズや要望を抽出し、
柔軟な対応を行ってい
る。困難な場合も、他の
サービスを紹介してい
る。



実施状況
次にステップに
向けて期待した
い内容

項目

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあり方
について、早い段階から本人・家族
等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い、実践力を
身に付けている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼
夜を問わず利用者が避難できる方法
を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている35 13

災害対策に関する備品
は備蓄してあり、賞味期
限を含めてチェックを行っ
ている。BCPマニュアル
を活用し、年２かいは夜
間・日中想定の避難訓練
も実施している。

33 12

34

緊急時対応マニュアル、
緊急時連絡先等が各フ
ロアに掲示されており、
24時間訪問医が対応可
能な状態にある。

　地域の各種ハザードマップなど
も確認して防災に向けた対策を講
じています。消防にも連絡して実
施する事業所単独での消防避難
訓練の他、事業所が入っているマ
ンション住民との共同での訓練も
定期的に実施して、事業所が持っ
ている消火器の使い方などのノウ
ハウも地域住民に提供していま
す。
　備蓄物品も飲料水や食品、カ
セットコンロなどの他、各種防災
物品なども整えています。

　重度化した場合のケアについて
や終末期ケアについては、入居
の際に事業所で可能なケア内容
や選択肢などについて詳細に説
明を実施した上で、その時期が近
付いた場合には家族や往診医、
スタッフなどと話し合う機会を設け
て、共有した方針に沿ったケアを
提供しています。事業所で看取り
を実施したケース数としては、多
い年では年間で5～6ケースの年
もあります。多職種連携をしっか
りとして、できる限り希望に沿った
形となるようチームで支援してい
ます。

契約時に終末期の事に
ついて時間を割いて説明
を行い、納得して頂いた
上で、方針を示して頂い
ている。実際に終末期を
迎えた際には最終的な
方針を医師・家族・スタッ
フで話し合いを行い、家
族様の意向に沿った看
取りを行っている。家族
様が施設に泊まられる事
もある。



実施状況
次にステップに
向けて期待した
い内容

項目

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重とプライ
バシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけや
対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望
を表したり、自己決定できるように
働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先する
のではなく、一人ひとりのペースを
大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援してい
る

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃ
れができるように支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、
一人ひとりの好みや力を活かしなが
ら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

40 15

37

　利用者に対する言葉遣いや語
尾、名前の呼び方、馴れ馴れしく
ない話し方など、委員会を中心に
職員に周知徹底を図っている一
方で、普段のケアの中で聞かれ
た気になる言葉などに対しては、
職員間で互いに声を掛け合った
り、上司が丁寧に指導を行うな
ど、利用者の尊厳やプライバシー
に配慮したチーム作りに努めてい
ます。
　また研修などを通じて、やむを
得ず利用者に待って頂く場合の
声の掛け方や入室の際のノック
の徹底など、職員周智を図ってい
ます。

38

39

個人個人の生活のパ
ターンやリズム・趣向に
沿った生活を送って頂け
る様なサービスの提供を
行っている。

訪問理美容も定期的に
希望者は活用されてい
る。また外出時には女性
入居者様か化粧も行い、
ご自分で衣類もチョイス
して頂く。

36 14

企業理念にも掲げてい
る、人間の尊厳を尊重し
ご利用者本位の真心と
優しさのこもったサービス
の提供を行っている。接
遇マナー研修も年間研
修計画に織り込まれてお
り、言葉かけに関しては
特に留意している。

入居者様の表情や言葉
を傾聴しながら思いを巡
らせ、本人の希望を実現
出来る様に努めている。

行事食やイベント食も季
節に応じて入居者様のリ
クエストを反映し、日常の
食事に関してはスタッフ
が中心となり調理を行
い、個々の嚥下状態に合
わせた食事形態にて提
供している。

　業者の献立に沿って配達されて
くる食材を、日々職員が利用者の
協力も得ながら調理する食事だ
けでなく、行事食やイベントの際
の献立などは利用者のリクエスト
を勘案して企画して、別に食材を
購入して調理したり希望の多いお
寿司などは、外注をしたりして食
事を楽しんで頂くことを大切にして
います。
　業者の献立に対する利用者や
職員の意見は、業者に伝えること
で改善や見直しに繋がるよう努め
ています。職員で企画して調理し
た美味しそうなお節料理も、出来
栄えが写真で確認できます。



実施状況
次にステップに
向けて期待した
い内容

項目

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量
が一日を通じて確保できるよう、一
人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄パター
ン、習慣を活かして、トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

43 16

44

41

42

タブレット・スマートフォン
を使用し個別に記録を残
している。水分摂取制限
やカロリー制限必要な入
居者様にも留意し、個々
の状態に合わせて食事
等の提供を行っている。

週１回、月間４回の訪問
歯科にて口腔内のチェッ
ク、義歯の調整等を行っ
ており、食事摂取に支障
のない状態を維持してい
る。

個々の排泄パターンを介
護記録等を参考にして把
握に努め、定期的にトイ
レ誘導の声掛けも行う場
合もある。自身での排泄
が可能な場合は、見守り
や一部介助のみに留まり
確認を行っている。

排泄の自立が維持出来
る様に支援を心掛けてい
る。食事内容や運動を含
め、自立した排泄の継続
に取り組んでいる。飲み
物やヨーグルト等でも水
分摂取を促しそれでも強
固な便秘症の場合は担
当医に相談し、下剤等も
使用する場合もある。

　日々の排泄記録を確認する
ことで、利用者個々に合ったタ
イミングで必要な声掛け・誘導
などによって、可能な限り日
中も夜間もトイレでの排泄を
基本としたケアを実践してい
ます。トイレへの声掛けにも、
尊厳や周りへの配慮も大切に
しています。
　排便の有無についても排泄
記録で確認して、必要な場合
には処方された緩下剤を医師
の指示に沿って内服すること
で、健康で快適な生活が送ら
れるように支援しています。



実施状況
次にステップに
向けて期待した
い内容

項目

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて入浴を楽しめるように、職
員の都合で曜日や時間帯を決めてし
まわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々
の状況に応じて、休息したり、安心
して気持ちよく眠れるよう支援して
いる

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目
的や副作用、用法や容量について理
解しており、服薬の支援と症状の変
化の確認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ご
せるように、一人ひとりの生活歴や
力を活かした役割、嗜好品、楽しみ
ごと、気分転換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また、普段は行けない
ような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるよう支援している

46

45 17

コロナ前の様に、感染対
策に留意しながら外出や
日常的な散歩を行ってい
る。また家族様にも協力
を得て、外出や外泊も
行っている。外出・外泊
等の制限も撤廃しまし
た。

　コロナ禍では止む無く止まって
いたグループホームらしい日常的
な外出については、５類へ移行し
た後の早期に再開して、現在では
ほぼ以前のような形で実施してい
ます。利用者の日々の様子を観
察しながら状態をみて、利用者１
人の場合もあれば数名で出る場
合など、臨機応変に利用者の気
持ちや希望に沿った形での外出
支援を実施しています。
　季節ごとの花見などの外出行事
も、年間を通して立てた計画に基
づいて実施しています。家族によ
る外出や通院の際の送迎の支援
も、必要な場合は事業所の車を
活用して実施しています。

入居前の生活歴を入居
時に家族様・本人様より
聞き取りを行い、入居前
と変わらない又はそれに
近い楽しみや喜びを感じ
て頂ける様に支援をして
いる。

48

49 18

47

個々の状態に合わせ、必
要時にはトロミ剤等も使
用し、服薬援助を行って
いる。服用忘れや、服用
間違いもないよう様に職
員同士の声掛けも行って
いる。誤薬は社内GHでも
重大事故として扱い、減
少させる意識付けも行っ
ている。

マッサージチェアやソ
ファー等も使用出来る状
態である。夜間以外でも
休憩や仮眠を取れる状
態である。

　原則１日に３名ずつの入浴
で時間を掛けたゆったりとした
ケアと、基本１対１でのケアを
実践して、週に２回の入浴ケ
アを実施しています。AＤＬが
低下してきた場合や体調に
よっては、２人での介助やシャ
ワー浴なども実施していま
す。その日の利用者の気分や
体調不良などの場合は、無理
に入浴を強いるのではなく別
の日に変更したり、清拭など
の代替ケアなども実施してい
ます。冬至などの季節毎に楽
しめる入浴の実施も実践して
います。

入居者個々の能力に合
わせた入浴の支援を行っ
ている。また入浴拒否が
あった場合にも無理強い
せずに時間をずらす等の
配慮を行っています。



実施状況
次にステップに
向けて期待した
い内容

項目

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの
大切さを理解しており、一人ひとり
の希望や力に応じて、お金を所持し
たり使えるように支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話
をしたり、手紙のやり取りができる
ように支援している

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）は、利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音、光、色、広さ、温度など）
がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居
場所づくり
　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い思
いに過ごせるような居場所の工夫を
している

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本
人や家族と相談しながら、使い慣れ
たものや好みのものを活かして、本
人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な
環境づくり
　建物内部は一人ひとりの「できる
こと」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

51

50

預り金制度を利用し、日
常生活に必要な物品の
購入や軽食・飲み物の購
入等を職員と共に行って
いる。

入居前に馴染みのあっ
た友人や親類等と手紙
のやり取り、年賀状等の
季節のお便りの交流は
継続して行える様に支援
を行っている。

　窓からの日差しも取り入れた明
るい空間で、加湿器などの活用に
より温度や湿度にも常に配慮して
います。気になる排泄臭や生活
臭なども感じられないように配慮
した空間となっています。
　季節ごとの装飾も職員が利用者
と共同で作成した制作物などを中
心に飾り付けられていて、季節を
感じられる環境づくりにも心掛け
ています。毎食キッチンで調理す
る食事の匂いが、食事前には空
間の中で漂って生活感も感じられ
る空間となっています。

グループホームの持ち味
である家庭的な雰囲気に
なっており、季節の花や
入居者様と協働で作成し
た壁飾りや展示物などを
各フロア及び玄関周りに
配置している。

55

52 19

53

54 20

共用部にはソファーやマッ
サージチェアがあり自由に
使用する事が出来る様に
なっている。また建物の中で
も構造的に２フロアが行き来
出来る様な仕様となってお
り、他フロアとの交流も持つ
事が出来る。

入居者自身が使いやす
い、動きやすい居室内レ
イアウトも考え、ベッドで
の就寝を拒否される方は
床に布団を敷いて対応し
ている。また入居時に持
ち込みを禁止している物
は火気、刃物等だけで馴
染みの物品を持ち込んで
おられる入居者様も多
い。

自室の場所やトイレの位
置が分からなくなった場
合も、張り紙や声掛けに
より本人が迷う事無く生
活が送れる様に工夫し援
助を行っている。

　居室内は利用者や家族、職員
で協力することで整理や清掃が
行き届いています。利用者自身も
モップなどで、自分の部屋の清掃
を行えるように配慮しています。
　使い慣れた家具や仏壇、家族
の写真なども持ち込まれて、それ
ぞれの個性に合わせた居室環境
に配慮して、それぞれが安心して
居室で落ち着いて過ごせられるよ
うに努めています。
　ベッドが不慣れな方には、布団
を敷いて眠れるようなレイアウトに
変更することも可能となっていま
す。



実施状況
次にステップに
向けて期待した
い内容

項目

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

Ⅴ　アウトカム項目

○

○

○

○

○

○

○

○

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じ
た柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で
不安なく過ごせている

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出か
けている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

56

①ほぼ全ての利用者の
②利用者の３分の２くらいの
③利用者の３分の１くらいの
④ほとんど掴んでいない

職員は利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ご
す場面がある

57

①毎日ある
②数日に1回ある
③たまにある
④ほとんどない

①ほぼ全ての利用者と
②利用者の３分の２くらいと
③利用者の３分の１くらいと
④ほとんどできていない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らし
ている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生
きした表情や姿がみられれている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

63
職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聞いており
信頼関係ができている



実施状況
次にステップに
向けて期待した
い内容

項目

外部評価自己評価

実施状況

自
己
評
価

外
部
評
価

○

○

○

○

○

64
通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねてきている

①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度
③たまに
④ほとんどいない

68
職員からみて利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う

①ほぼ全ての家族が
②家族の３分の２くらいが
③家族の３分の１くらいが
④ほとんどできていない

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている

①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くない

66 職員は活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が
②職員の３分の２くらいが
③職員の３分の１くらいが
④ほとんどいない

67
職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない


